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「自ら授業を創る子どもの育成」
－確かな子ども理解をもとに

「国語力」を育てる国語の授業づくりを通して－
１研究の内容
１研究目標

「国語力」についての子どもたちの学習状況の把握やそれに基づいた指導計
画や指導方法を改善することによって､子どもたちの国語力の向上をはかる。

２研究の内容
（１）「国語力」についての研修会
（２）子どもたちの国語力についての学習状況の把握と分析
（３）つけたい力を明確にした国語科の授業実践
（４）「特別支援教育」についての研修会

３研究の方法
☆低・中・高学年部会に分かれて研究をすすめる。
☆各ブロックの授業実践について
○子どもの学びの「事実」を追究する｡事実とは､教師が絶えず自分の見方を
相対化し、自らの内面を変容させながら子どもに近づいていくことによっ
て見えてくるもの。「事実」をとらえるために､子どもの体のあらわれ.あ
らわし、かかわりのありよう、自己評価や作品､子どもとのコミュニケー
ションなどをもとに子どもに起こっていることを振り返り考察していく。

○「普段の授業をかえる」という意識をもち、普段の授業に生かせる研究に
し、授業実践の事前・事後に生かしていく。

○授業実践の中から課題を探り、解決方法を探る。また、単元終了後におい
ても課題をさらに探り、解決方法を探る。その授業そのものの狭い視点で
はなく、単元全体、あるいは教科全体などの広い視野から検討する。

○授業実践は、研究のねらいにあった学年、領域で行う。
○授業案については、できるだけ簡略なものを志向し、自分の授業実践のた
めにという意識で作成する。

４具体的実践
○「国語力」についての学習会
○「特別支援教育」についての学習会岡輝彦研修主事要請
○「お店やさんごっこをしよう」話すこと・聞くこと１年高野恵美子教諭
○「ちいちゃんのかげおくり」読むこと３年山宮将仁教諭
○「やまなし」読むこと６年荒井祐貴教諭

Ⅱ成果と課題
授業づくりを中心とした実践的な研究の過程で実感したことは、目指す言語能
力からぶれない授業構想の重要性である。国語力の向上をうたっているが、国語
力とは、一言で言えば言語能力の総称であるから、まさにこれが根幹となる。
副主題に関わって、確かな子ども理解のためには、評価計画がより具体的に設

定される必要があった。また、子どもたちの変容の明確な把握を行うためには、
教師が教材を十分に理解し、子どもたちの実態に応じてどう解釈して授業を仕組
んでいくのかを明確に構想すること。そして、１時間１単元だけに終わることな
く、把握した子どもたちの実態を次の学習に確実に活用していくこと。さらに、
教師が、学年全体の単元や学習のつながり、他学年との関連を理解し、継続して
子どもたちの変容をとらえるために、その学習記録を継続していくこと。こうし
たことが必要となる。カリキュラムとは、「学びの履歴」と言う意味があるが、

９ 



まさに、これはカリキュラムづくりに向かう。
実践研究の方途として、互いに授業を開くことを志向してきた。こうした中で、

互いの授業を見合うことにより、さらに深く学ぶことができた。授業公開を原則
とすることで実践の力に結びついた。これを継続し、教師自身のさらなる向上へ
とつなげたい。
確かな子ども理解に関わっては、いくつかの具体的な改善点もはっきりしてき
ている。また、日常生活とのかかわりや他教科との結びつき。さらには、自ら授
業を創る子どもたちへ導いていくために､子どもたち自身が自分の課題を把握し、
次の学習に生かしていくための工夫。など、本年度の研究で新たに抱かれた課題
は大きい。
読書量は読解力に影響が大きい。など、ブロックの研究を進める過程で気づか

れた知見もたくさんあるだろう。そうしたたくさんの気づきをまとめ、整理し、
重ねていく中で、さらなる研究の深まりを推進していきたい。
以下にあげた『国語力向上に向けての気づき』は、この２年間の全体での授業

研究会での宝である。これらは解明点であると同時に、授業づくりでの重要な課
題点である。今後も、日常の授業づくりに生かされていくようにしていくととも
に、その過程で得た新たな気づきを加えていきたい。

成果物Ⅲ 
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（研究主任小河１１頂一）
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